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ＡＩを用いた火災発生リスクの可視化に関する研究  

 
 
 
 
 

 

１．目的               

 さいたま市内では年間 300 件ほどの火災が発生して

いる。さいたま市消防局では、さいたま市内で発生した

火災について、様々なデータを過去 10 年にわたって蓄

積してきた。本研究ではこれまで蓄積されてきた過去の

火災発生事例データを解析し、季節・天候・風力などの

自然条件も加味したうえで火災発生リスクを予測し、可

視化を目指す。 

２．研究内容            

 過去 10年分の火災事例データについて、火災の要因

に関連する項目として「経過」「出火原因」に着目し、分

類整理した。次に人口分布によって火災発生状況に特

徴が見られるのではないかと考えた。街を構成する要

素の一つである人口データと組み合わせ、人口データ

を構成する年齢層を基に、市内町丁目のクラスタリング

をおこなった。クラスタリング手法は k-means 法を用い、

3クラスの分類をおこなった。最後に火災事例データか

ら得られた特徴傾向を基に天気データと組み合わせ

て火災発生危険度の予測モデルを作成した。予測モ

デルによる火災発生危険度の予測結果をヒートマッ

プ表示した。 

３．結果・考察           

 過去 10年分の火災事例データについて、火災の要因

に関連する項目を整理した結果を表 1 に示す。この結

果から「行為（人の関わりが大きい）」が経過となる火災

が出火原因の半数以上を占めていることがわかる。 

  

 次に街を構成する要素の一つである人口データと組

み合わせ、人口データを構成する年齢層を基に、市内

町丁目のクラスタリングをおこなった。クラスタリングし

た各クラスの特徴を表 2に火災事例発生件数の相関を

表 3 に示す。最後に、予測モデルにより計算した、ある

8 月の 18 時（天気：晴れ／湿度 61%／気圧 1032hPa）

における火災発生予測のヒートマップ表示結果（イメー

ジ図）を図 1 に示す。 

 

 

 

 

 

表 1 データの分類整理 

 

表 2 各クラスの特徴 

家族型 未成年層と 30～49 歳の年齢層  

若年型 20 歳代と 50～64 歳の年齢層  

シニア型 65～84 歳の年齢層  

 

表 3 各クラスと火災発生事例数の相関 

 
 

 
図 1 危険度予測ヒートマップ(イメージ図) 


